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用
券
を
助
成
す
る
広
野
町
高
齢
者

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
支
援
事

業
を
実
施
す
る
た
め
、
広
野
タ
ク

シ
ー
有
限
会
社
と
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

６
月
１
日
に
は
交
付
決
定
第
一

号
者
に
対
し
ま
し
て
、
役
場
庁
舎

内
に
お
い
て
タ
ク
シ
ー
利
用
券
お

よ
び
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
証
明
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
は
、
４
月
10
日
、
役

場
前
国
道
６
号
交
差
点
お
よ
び
日

の
出
橋
交
差
点
に
お
い
て
、
５
月

24
日
に
は
役
場
前
国
道
６
号
交
差

点
お
よ
び
桜
田
交
差
点
に
お
い
て

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
交
通
立

哨
を
実
施
し
、
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

４
月
27
日
に
は
、
双
葉
警
察
署

管
内
に
お
け
る
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
１
年
が
４
月
13
日
に
達
成
し
た

こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
交
通

事
故
防
止
活
動
に
対
す
る
感
謝
状

を
双
葉
警
察
署
長
よ
り
受
領
し
ま

し
た
。

　

４
月
22
日
、
４
年
に
１
度
、
郡

内
の
消
防
団
並
び
に
婦
人
消
防
隊

が
一
堂
に
会
す
る
福
島
県
消
防
協

会
双
葉
支
部
春
季
連
合
検
閲
式
が

震
災
後
初
め
て
富
岡
町
夜
の
森
地

区
に
場
所
を
戻
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
町
村
の
団
員
、
隊
員
５

１
５
人
が
参
加
す
る
中
で
、
広
野

町
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
総
勢
61

人
は
、
双
葉
地
方
町
村
会
副
会
長

の
閲
団
後
、
桜
並
木
の
通
り
を
富

岡
町
民
総
合
運
動
場
ま
で
分
列
行

進
し
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

春季連合検閲式

産
業
振
興
課

　

本
年
度
の
水
稲
作
付
面
積
に
つ

い
て
は
、
約
１
６
３
へ
ク
タ
ー
ル

に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、今
後
、

作
付
さ
れ
た
水
田
の
現
地
確
認
を

行
い
、
集
計
作
業
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

５
月
24
日
、昨
年
に
引
き
続
き
、

原
子
力
被
災
12
市
町
村
農
業
者
支

援
事
業
説
明
会
を
開
催
し
、
支
援

内
容
の
説
明
と
農
業
者
支
援
事
業

申
請
希
望
者
と
の
個
別
相
談
を
行

い
、
事
業
希
望
者
が
円
滑
に
申
請

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
、
復
興
用
苗
木
「
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
」
を
、
緑
の
少
年
団
員

30
人
と
と
も
に
広
野
小
学
校
の
庭

に
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
の
苗
木
は

５
月
12
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

「
第
28
回
み
ど
り
の
感
謝
祭
式
典
」

に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
祈
念
し
て
、
広
野
町
緑

の
少
年
団
に
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で

す
。

ヤマボウシ植樹

　

６
月
10
日
、
第
69
回
全
国
植
樹

祭
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
南
相
馬
市
原
町
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
本
町
か
ら
も
、
緑
の
少

年
団
員
や
招
待
者
な
ど
、
24
人
が

参
加
し
、
他
の
参
加
者
と
共
に
、

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
再
生
や
、

復
興
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
続
け

る
福
島
の
姿
を
広
く
国
内
外
に
発

信
し
ま
し
た
。

建　

設　

課

　

４
月
18
日
、
町
道
中
央
台
・
山

ノ
神
線
開
通
式
及
び
浅
倉
橋
の
渡

り
初
め
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
路

線
は
昭
和
か
ら
平
成
の
30
年
の
長

き
に
渡
り
時
を
刻
み
、
よ
う
や
く

全
線
開
通
を
果
た
し
、
町
内
の
新

た
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
、
生
活
の
利
便
性
が
高

ま
る
と
と
も
に
、
産
業
の
振
興
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
ふ

る
さ
と
復
興
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
浅
倉
橋

の
渡
り
初
め
式
に
お
い
て
は
、
一

家
三
代
の
夫
婦
に
渡
り
初
め
を
引

き
受
け
て
い
た
だ
き
、
本
橋
梁
が

三
代
夫
婦
同
様
、
永
続
す
る
よ
う

厳
か
に
神
事
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

防
災
拠
点
・
道
の
駅
造
成
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
区
域
内

の
事
業
用
地
取
得
に
向
け
用
地
交

渉
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

９
割
を
超
え
る
契
約
済
ま
た
は
契

約
見
込
み
で
あ
り
、
関
係
地
権
者

全
員
の
同
意
を
得
る
べ
く
善
処
し

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
道
の
駅
に

つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
構
想
を
軸

に
様
々
な
視
点
か
ら
意
見
を
聴
取

し
、計
画
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
、

平
成
27
年
11
月
よ
り
官
民
一
体
と

な
っ
た
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
計
５
回
の
議
論
を
重
ね
平
成

29
年
３
月
に
整
備
検
討
報
告
書
と

し
て
町
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
庁
内
に
お
い
て
、
整
備
の
規

模
、
経
済
性
、
有
効
性
、
実
現
性

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
協
議
し
、

見
直
し
を
行
い
、
当
初
案
の
敷
地

を
縮
小
し
、
整
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
土
取
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
富
岡
町
と
盛
土

材
と
し
て
の
利
用
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
、
合
意
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
お
互
い
の
負
担
区

分
の
調
整
を
し
、
今
年
度
内
か
ら

土
砂
の
搬
出
を
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
国
道

６
号
か
ら
の
土
砂
運
搬
路
の
出
入

り
口
を
国
土
交
通
省
磐
城
国
道
事

務
所
が
準
備
を
進
め
て
お
り
、
工

事
着
手
の
調
整
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

６
月
３
日
、昨
年
に
引
き
続
き
、

河
川
と
海
岸
の
愛
護
月
間
に
先
立

ち
、
町
民
の
皆
様
と
河
川
愛
護
団

体
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
浅
見
川
、
折
木
川
、
北
迫
川

流
域
全
体
の
良
好
な
河
川
環
境
の

保
全
と
再
生
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
河
川
愛
護
意
識
の

醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
広

野
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実

施
し
ま
し
た
。
青
空
の
も
と
、
大

勢
の
参
加
者
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

ひ
ろ
の
の
河
川
清
掃
作
業
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
ふ
る
さ

と
ひ
ろ
の
の
河
川
環
境
の
保
全
、

き
れ
い
な
町
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。学

校
教
育
課

　

４
月
５
日
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ

ミ
ー
福
島
13
期
生
男
子
16
人
、
女

子
６
人
の
入
学
式
が
静
岡
県
御
殿

場
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
当
町

か
ら
副
町
長
、
教
育
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
広
野
小
学
校
・
広

野
中
学
校
に
お
い
て
入
学
式
が
行

わ
れ
、
小
学
校
18
人
の
児
童
、
中

学
校
16
人
の
生
徒
が
新
１
年
生
と

し
て
入
学
し
ま
し
た
。
小
学
校
の

全
児
童
は
１
５
３
人
、
中
学
校
の

全
生
徒
は
68
人
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

４
月
９
日
、
広
野
幼
稚
園
に
お

い
て
、
入
園
式
が
行
わ
れ
、
24
人

の
園
児
が
新
た
に
入
園
し
、
現
在

67
人
が
就
園
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
日
、
福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来

学
園
高
等
学
校
の
４
回
目
の
入
学

式
が
行
わ
れ
、
１
４
８
人
の
新
入

生
が
新
た
な
決
意
の
も
と
、
未
来

に
向
け
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
。

　

５
月
２
日
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
に
お
い
て
、
地
震
お
よ
び
原

子
力
災
害
を
想
定
し
た
「
幼
小
中

合
同
避
難
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
訓
練
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

児
童
生
徒
の
保
護
者
へ
の
引
き
渡

第 ２ 回 定 例 会 議 案

議　案

第36号
広野町税条例等の一部を改正す

る条例

議　案

第37号
広野町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例

議　案

第38号
広野町個人情報保護条例の一部

を改正する条例

議　案

第39号
広野町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例

議　案

第40号

工事請負契約の締結について

（広長～久保田線道路新設舗装

工事）

議　案

第41号
浅見北地区基盤整備促進事業に

ついて

議　案

第42号
平成30年度広野町一般会計補正

予算（第１号）

議　案

第43号
平成30年度広野町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）

議　案

第44号
平成30年度広野町土地開発事業

特別会計補正予算（第１号）

議　案

第45号
平成30年度広野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第１号）

議　案

第46号
平成30年度広野町介護保険特別

会計補正予算（第１号）

議　案

第47号
広野町農業委員会委員の選任に関

する同意を求めることについて

１
回
開
催
し
茶
道
の
基
本
を
学
び

ま
す
。

子ども茶道教室

　

５
月
20
日
か
ら
は
、
町
内
在

住
・
在
勤
の
方
を
対
象
に
ナ
イ
ス

レ
デ
ィ
教
室
な
ど
６
つ
の
教
室
を

開
講
し
ま
し
た
。
各
教
室
に
は
合

わ
せ
て
70
人
が
参
加
し
て
来
年
３

月
ま
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
事
業

は
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
な
が

ら
、
参
加
者
同
士
で
交
流
を
深
め

る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
27
日
に
は
町
内
外

か
ら
多
数
の
参
加
に
よ
り
、
五
社

山
登
山
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
公
益
財
団

法
人
福
島
県
文
化
振
興
財
団
理
事

長
の
杉す

ぎ　

昭あ
き
し
げ重

様
、
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
帯
同
シ
ェ
フ
・
広
野
夢
大

使
の
西に

し　

芳よ
し
て
る照

様
、
岬
学
園
か
も

め
パ
ン
工
房
園
長
・
広
野
夢
大
使

の
岬

み
さ
き　

花は

な

え江
様
を
お
迎
え
し
て
、

一
緒
に
五
社
山
の
新
緑
を
満
喫
い

た
し
ま
し
た
。

小学校運動会

し
に
つ
い
て
、「
引
き
渡
し
カ
ー

ド
」
を
使
っ
て
の
訓
練
な
ど
、
保

護
者
を
含
め
て
の
連
絡
体
制
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
、
広
野
小
学
校
の
運

動
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝

方
の
雨
の
影
響
で
１
時
間
遅
れ
て

の
開
始
と
な
り
ま
し
た
が
、
児
童

た
ち
は
、「
最
後
ま
で
仲
間
と
と

も
に
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
そ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
練
習
の
成
果
を

し
っ
か
り
出
し
切
り
、
最
後
ま
で

頑
張
り
ま
し
た
。
ご
家
族
の
皆
様

共
々
、
思
い
出
に
残
る
大
変
貴
重

な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

生
涯
学
習
課

　

日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
む
こ

と
を
目
的
に
小
・
中
学
生
を
対
象

と
し
た
子
ど
も
茶
道
教
室
を
二
ツ

沼
総
合
公
園
清
明
館
に
お
い
て
４

月
28
日
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
子
ど
も
茶
道
教
室
に
は

小
学
生
を
中
心
に
11
人
の
申
込
み

が
あ
り
、
今
後
、
12
月
ま
で
毎
月

クリーンアップ作戦


